

















CTeri & Wagner， 1992; Asada， Kinoshita， Morikawa， Motonaga & Kakuma， 1999; 














評価す?5尺度が開発されつつある (Baumgarten，Becker & Gautheier， 1990; Ryden， 1988 
; Patel & Hope 1992 ; Finkel， Luons & Anderson， 1992， Finkel， Luons & Anderson， 1993 
; Logsdon， Teri，京Teiner，Gibbons， Raskind， Peskind， Grundman， Koss， Thomas & 
Thai， 1999; Victoroff， Nielson & Mungas， 1997; Gauthier， Baumgarten'& Becker， 1996 
;朝田他， 1994; Teri & Truax， 1994;筒井・中嶋， 2000)。これらの中でも、問題行動が多
次元であることが確認されたものとしては、 Teriet al. (1994)によるReviseMemory and 






















































(Radloff， 1977;矢富・Liang・Krause• Akiyama， 1992) 0 George & Gwyzer (1986)に
よれば、 CES-Dは介護者のストレスを測定する尺度としてもっとも適しており、それゆえ
に、介護者を対象とした多くの報告において、 CES心の使用頻度は最も高い (Schulzet aし
1995)。本研究では、介護者の回答への負担を考え、信頼性・妥当性ともに確認されている





































表 I 痴呆による問題行動の探索的因子分析結果 (N= 139) 
項目 因子負荷量
FI F2 F3 
俳個・混乱行動 (α=.84)
一人で外に出たがり目が離せない (Vl) .ー02 .ー02
目的もなく動き回る (V2) .ー10 .19 
物や衣類を壊したり、破いたりする (V3) .14 .ー13
外出すると病院、施設、家などに一人で戻れなくなる (V4) .ー01 .08 
「家に帰る」等と言い、落ち着きがない (V5) .1 .29 
夜間不眠あ石いは昼夜の逆転がある (V6) .12 .04 
興奮・攻撃行動 (α=.83)
暴言や暴行を行う (V7) ヘ01 .06 
大声を出す (V8) .00 .02 
助言や介護に抵抗する (V9) .12 .01 
妄想，せん妄行動 (α=.77)
物を取られてなどと被害的になる (Vl0) -.03 .05 
しつこく同じ話をしたり、不快な音を出す (Vn) .ー02 .02 
作話をし、周囲に言いふらす (V12) .14 .04 
実際にないものが見えたり、聞こえたりする (V13) .23 .04 
固有値 5.74 1.40 1.02 
寄与皐(%) 44.2 10.8 7.9 





















図l 痴呆による高齢者の問題行動の検証的因子分析結果 (N= 139)心
叫すべてのパスはpく.05で有意である.パラメータ上には標準解を示した.
























図2 痴呆による高齢者の問題行動の2次因子分析結果 (N= 139) ，) 
.)すべてのパスはpく.05で有意である.パラメータ上には標準解を示した.
モデルの適合度は，X'(62)=69.59， p=.24， CFI=.99， GFI=.93， AGFI=.90， RMSEA=.03であっ






















た。これらの因子と、朝田他 (1994)やTeriet al. (1994)、そして筒井・中嶋 (2000)の
研究において抽出された因子との対応について論じると、「俳佃・混乱行動」は、問題行動
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